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 令和元年６月２９日（土）に第１回委員会が開催されました。その内容をお知らせ致します。 

 

１．組織・連携委員会では、令和元年度、次のような内容で研究を進めていきます。 

 

１ 研究テーマ 

  『コミュニティ・スクールにおけるＰＴＡ活動・組織の在り方』 

 

２ 研究の視点 

研究テーマを追究するためには、委員会がこれまでの成果を踏まえ、各ＰＴＡ活動の推進に

役立つ有効な情報を主体的に発信することが重要であることから、次の２つの視点に基づき活

動を進める。 

 

＊コミュニティー･スクールへのＰＴＡの関わり方 

＊持続可能な子育て支援体制におけるＰＴＡ組織の在り方 

 

３ 研究の内容 

（１） これまでの成果と具体的な課題 

 【これまでの成果】 

 ○ ＣＳ（コミュニティ・スクール）制度について理解が深まることにより、学校や子どもた

ちを支援する体制として、ＰＴＡによるＣＳへの関わり方を考えるきっかけになった。 

 ○ 平成２９年度に実施したＣＳアンケートにより、各地域における学校・家庭・地域の連携

・協働体制の実情を把握することができた。 

 ○ ＣＳ制度を活用して、地域が一体となって学校を支える仕組みを構築することにより、Ｐ

ＴＡが主体性を発揮して、より一層の活動の充実を図ることができることを認識できた。 

【具体的な課題】 

○ ＣＳ制度を採り入れている地域が身近にないために、制度内容について十分に理解する必

要がある。 

○ ＰＴＡ組織とＣＳ組織の相違点等について、より一層理解の促進を図る必要がある。 

 

（２） 今年度の研究の方向性 



 

上記の課題の解決に向け、今年度は、次の３点を中心に研究協議を進める。 

ア ＣＳ制度におけるＰＴＡの位置付けについて 

  地域とともにある学校づくりを目指して全国的に拡充するＣＳ制度を活用する中で、

各ＰＴＡが、どのようなアプローチで活動を広げ、子どもや学校を支える体制づくりを

構築するのかについて、研究を深める。 

イ 今年度研究大会に向けて 

     札幌大会において、ＣＳとＰＴＡの関わり方について、方向性を明らかにするための

提言発表を行い、全道のＰＴＡに発信する。 

   ウ 令和２年度に向けて 

令和２年度に向けて、ＰＴＡ組織の在り方について検討し、ＰＴＡ活動の意義や組織

体制の確保に向けた有効な手立てについて検討する。または、検討するための情報等を

収集する。 

 

 

 

 

委 員 長     ②菊 川 哲 平（副会長・上川南部） 

副委員長     ①後 藤 一 樹（副会長・石狩） 

山 村 健 史（副会長・道小校長会） 
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 ＊①②③④⑤は、ブロックを表しています。 

 

＊各委員会は昨年度まで「常置委員会」として活動してきました。今年度は「委員会」と

して活動します。これまでの取組は、道Ｐ連のホームページの「委員会」をご覧下さい。 
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２．次の方々が道Ｐ連組織・連携委員会の研究を推進しています。（敬称略） 


